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研究成果概要 
平成25年度は、まず、KAGRAで使用される熱輻射シールドのデザインをもとに、熱輻射のシ

ミュレーションと、実測を行った。右図が熱輻射シールドのデザインである。この構造をZEM
AX上に構築し、左端の300K温度領域の熱輻射がどの程度右端の鏡の位置まで伝搬するかを計
算した。バッフルでの熱輻射の反射率は10umに対する反射率を代表して使用した。結果、100
W程度の輻射は、30mW ~ 110 mW程度までに低減できることが示された。実測は100mWであり、
シミュレーションの妥当性が示された。 

  
次に、この熱輻射バッフルによる散乱光の伝搬シミュレーションと実測の比較も行った（上

図）。今回は、シミュレーションの妥当性を検証する事が目的であるため、使用したレーザ
ー波長は、重力波望遠鏡で使用される1umではなく635nmを利用した。レーザー散乱光を鏡の
位置で実際に発生させ、すぐそばに設置した光学カメラ（センサー部露出）で散乱光を受光
し、その明るさ情報と、あらかじめ取得していた、カメラの明るさ校正データとの比較から、
カメラセンサー部に入射した絶対散乱光量を見積もった。結果、ある特定のバッフルから突
出して散乱光が戻ってきている事、センサー部での光量
がおおよそ200ppmであることが判明した（下図）。さら
に、仮に、この1点で計測された散乱光量がダクト開口部
で一様に存在すると仮定すると、その開口全体に帰って
くる散乱光量は、元の光量の2%程度であると見積もるこ
とができた。一方、ZEMAXによるシミュレーションは、6%
程度であり、オーダーは同じでも、数倍の開きが残った。 
また、KAGRA用狭角散乱バッフルの試作も行った。バッ

フルにはSolblackコートという散乱光吸収コーティング
が施され、さらに多重散乱を利用し消光比を向上させる
ため、その動径方向断面形状をのこぎり刃状に成形して
ある。 
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